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新
年　

明
け
ま
し
て

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
素
よ
り
、
農
業
委
員
会
の

活
動
に
対
し
て
ご
理
解
と
ご
協

力
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
六
月
に
「
農
地
法
等
の
一
部

改
正
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ

十
二
月
十
五
日
よ
り
施
行
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
二
七
年
の
法
制
定
以
来

幾
度
か
改
正
さ
れ
ま
し
た
が
今

回
は
か
な
り
大
き
な
改
正
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
正
農
地
法
の
詳
細
に

つ
い
て
は
農
業
委
員
会
だ
よ

り
、
広
報
お
お
な
ん
に
掲
載
す

邑南町農業委員会
会長 田 中 正 規

る
こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
農
業
委
員
会
と
し
て
審

査
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
農
業
情
勢
は
政
権
交
代

し
た
と
は
い
え
先
行
き
不
透
明

で
す
。

　

そ
の
な
か
で
邑
南
町
に
大
変

重
要
な
中
山
間
地
直
接
支
払
制

度
の
存
続
に
関
す
る
意
見
書
を

政
府
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

邑
南
町
の
農
業
の
問
題
を
少

し
で
も
改
善
で
き
る
よ
う
農
業

委
員
の
知
恵
を
結
集
し
こ
れ
か

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
農
業
委
員
会
の
活
動

に
対
し
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
と
い
た
し
ま
す
。

年頭のごあいさつ

　平成20年度耕作放棄地全体調査は邑南町内の全ての農地を対象に、一筆毎にその荒廃の程度により色分
けをする作業によって行われ、その結果は次のとおりでした。

　この結果、農業利用可能な緑や黄に色分けされた農地の内、農用地区域内の農地79haを再生利用すること
を目標に、邑南町の耕作放棄地対策が始まりました。
　７月21日から８月３日までの間、各地区公民館単位で各集落の代表者を対象とした事業の説明会を開催し
ました。説明会では、鳥獣害対策を目的に里山に緩衝帯を設置する集落森林保全事業も併せて説明しました。
この事業は、地域ぐるみで「被害防除」「生息地管理」「個体数管理」を総合的に進めて行くもので、その手
始めとして里山の雑草や木を刈払い、鳥獣の隠れ家を無くし、農地へ出にくくしようとするものです。
　説明会では、耕作放棄地について「今さら荒れた農地をどうしろと言うのか？」「現在耕作している農地
を荒れさせないようにするのに精一杯」などの意見が大半を占めました。しかしながら、中には「集落内の
耕作放棄地を何とかしたい」とこれまで考えていた集落もあり、集落や法人で事業への取り組み希望が徐々
に出てきました。
　本年度は、事業の中でも「実証圃場の設置・運営」として取り組むこととし、旧町村単位に３地区９工区
で耕作放棄地約６haの再生を実施することになりました。荒廃した農地の雑草や灌木を刈払い、必要な箇所
には基盤整備も実施した後、大麦若葉やニンニク、ブルーベリー等を作付けし、収穫した作物を販売につな
げて行きたいと計画しています。この取り組みが軌道に乗ることにより、耕作放棄地の再生利用の機運を高
めるなどの波及効果を期待しており、町内に点在する耕作放棄地をより多く再生していきたいと考えています。

『耕作放棄地再生利用緊急対策』交付金事業について

（単位：ha）

【緑】
草刈り等で営農可能

【黄】
整備して営農可能 【赤】

農業利用
困難

合計
内農用地
区域内

内農用地
区域内

22 20 68 59 358 448
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　農地法等の一部が改正され、昨年12月から一部施行されました。
　今回の改正の趣旨は、遊休農地の拡大や国内の食糧供給に対する不安を背景に、農地減少
の抑制と利用の促進を図るもので、具体的には、農地の貸し借り等、その活用については条
件を緩和し、農地の転用等、農地の減少につながるものについては厳格化しています。

農地法等の一部が改正されました。

（農地法、農業経営基盤強化促進法、農業振興地域の整備に関する
　法律、農業協同組合法）

農地法等の一部を改正する法律の概要 平成21年12月15日施行

農地を最大限に有効利用

＜農地制度の見直し＞

◇農地法の目的等の見直し

◇農地の面的集積の促進

◇農地を利用する者の確保・拡大

◇遊休農地対策の強化

食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、
国
内
の
食
料
供
給
力
を
強
化
す
る
必
要

農
業
生
産
・
経
営
が
展
開
さ
れ
る
基
礎
的
な
資
源
と
し
て
の
農
地
を
確
保
し
、
そ
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
く
必
要

拍車

＜農地税制の見直し＞

農地転用期待

農地制度の見直しを前提として、農地の相続税の
納税猶予制度を見直し

農地を貸すと打ち切りになった納税猶予を、他の人に貸した場合でも
適用を受けられるように

拍車

農地制度においては、農業委員会が重要な役割を果たしていることから、
今回の見直しにあわせて、その事務が的確に実施されることを確保

＜農業委員会の適切な事務執行＞

利
用
の
促
進

転
用
期
待
の
抑
制

国
内
の
食
料
生
産
の
増
大
を
通
じ

国
民
に
対
す
る
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保

農地の利用集積が
十分に進まない

規模拡大しても
農地が分散

受け手不在で
耕作放棄が増加

我が国の農地
面積はピーク時
の約７割にまで
減少
（609万ha
　　→463万ha）

農業生産に
よる収益水
準を上回る
農地価格

①貸借規制を緩和し、会社、
NPO等が参入しやすくする
とともに、農村集落におい
て、非農家も含めた構成員
による集落営農法人をつく
りやすくする等貸借による
利用を拡大

②農業生産法人への出資につ
いて、農外との連携による
経営発展に資するよう外部
からの出資規制を緩和（1/10
以下の廃止、農商工連携事
業者等の場合1/2未満）

③農協による農業経営は、従
来、組合員との関係で制限
していたが、組合員の合意
で貸借により可能に

○目的について、農地が地域
における貴重な資源である
こと、農地を効率的に利用
する耕作者による地域との
調和に配慮した権利の取得
を促進すること等を明確化

○農地について権利を有する
者の責務として、「農地の適
正かつ効率的な利用を確保
しなければならない」旨を
明確化

これ以上の農地の減少を食い止め、農地を確保
◇農地転用規制の厳格化 ◇農用地区域内農地の確保

効率的かつ安定的な農業経営
を営む者により利用されてい
る農地等は、農用地区域から
の除外を認めない

①病院、学校等の公共施設へ
の転用についても、許可不
要から協議制へ
②違反転用に対する罰則を強化
   （法人：300万円→１億円）

市町村、公社等の公的な信用力
のある機関が、委任を受け、分
散した農地を面的にまとめる
仕組みを全ての市町村で導入

所有者が分からない遊休農地
についても知事の裁定で公社
等が利用できるよう措置

（農水省HPより抜粋）
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食食  

とと  

農農  

の
大
切
さ
を
広
げ
て

の
大
切
さ
を
広
げ
て

口
羽
小
学
校
の
活
動
紹
介
（
原
田
集
落
）　　

河
野
朋
子

農
家
民
泊
を
始
め
て
（
猪
子
山
集
落
）　　

石
橋　

博

　

口
羽
小
学
校
で
は
地
域
の
方
を
招

い
て
農
業
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
農

家
の
人
達
も
昔
か
ら
行
っ
て
い
た
様

子
を
話
し
た
り
古
い
農
具
を
提
供
し

な
が
ら
教
え
て
い
ま
す
。
子
供
達
も

昔
は
大
変
だ
っ
た
事
を
感
じ
た
様
で

す
。

　

収
穫
を
終
え
て
子
供
達
は
コ
メ
ン

ト
を
く
れ
ま
し
た
。

◎
農
業
は
大
変
だ
け
ど
日
に
日
に
大

き
く
な
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。

◎
苦
し
い
草
取
り
も
力
を
合
せ
て
や

る
と
早
く
楽
し
く
や
れ
た
。

◎
立
派
に
出
来
て
良
か
っ
た
。
豆
腐

や
き
な
粉
に
し
て
食
べ
る
の
が
楽
し

み
。

等
々
子
供
達
の
笑
顔
が
と
て
も
輝
い

て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
世
代
間
や
国
際
交
流

で
食
文
化
の
勉
強
も
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
家
は
邑
南
町
田
舎
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
研
究
会
と
し
て
農
家
民
泊
を

営
ん
で
い
ま
す
。
始
め
て
か
ら
三
年

目
で
す
。
い
ろ
ん
な
人
が
来
て
下
さ

り
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
事
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

夏
休
み
は
家
族
連
れ
や
子
供
だ
け

の
泊
ま
り
も
あ
り
、
子
供
達
に
ど
ん

な
農
業
体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
ら
良

い
か
と
思
う
こ
と
が
多
い
が
、
子
供

達
は
自
分
達
で
や
り
た
い
こ
と
を
見

つ
け
て
い
ま
す
。
牛
に
エ
サ
を
や
る

の
は
大
好
き
。
草
刈
り
も
草
寄
せ
も

熱
心
に
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
夏
の
暑

い
時
で
も
平
気
で
す
。

　

子
供
達
は
、「
エ
サ
を
と
っ
て
く

る
時
は
暑
く
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

エ
サ
を
あ
げ
る
時
は
す
ご
く
楽
し

か
っ
た
で
す
」「
お
手
伝
い
が
楽
し

か
っ
た
で
す
」「
食
べ
て
い
る
の
を

見
て
一
日
に
食
べ
る
量
が
す
ご
く
多

い
と
思
い
ま
し
た
」
な
ど
と
感
想
を

大
き
な
字
で
書
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

農
家
の
暮
ら
し
や
農
業
の
事
が
少

し
で
も
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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平
成
十
七
年
か
ら
始
ま
っ
た
中
山
間
地
等
直
接
支
払
制
度

第
二
期
を
契
機
に
「
こ
の
ま
ま
で
は
集
落
の
農
地
の
維
持
が

困
難
に
な
る
」
と
の
共
通
の
思
い
か
ら
集
落
の
担
い
手
を
軸

と
し
た
組
織
作
り
を
は
じ
め
、
法
人
化
へ
の
準
備
と
し
て
平

成
十
九
年
四
月
一
日
に
特
定
農
業
団
体
片
田
農
事
組
合
を
設

立
し
実
践
・
検
証
の
上
、
集
落
全
員
の
参
加
を
得
て
平
成

二
十
年
一
月
九
日
設
立
し
ま
し
た
。

○
遊
邑
片
田
の
農
地

　

現
在
二
十
ha
を
利
用
権
設
定
し
（
片
田
全
域
と
樋
口
谷
、

普
明
司
、
西
の
原
、
上
茅
場
の
一
部
）
水
稲
栽
培
を
十
六
ha

行
っ
て
い
ま
す
。（
コ
シ
ヒ
カ
リ
七
．
二
ha
ヤ
シ
ロ
モ
チ
一
．

一
ha
五
百
万
石
四
．
四
ha
山
田
錦
二
．
七
ha
そ
の
他
〇
．
六

ha
）

○
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産
物
へ
の
こ
だ
わ
り

　

組
合
の
生
産
す
る
米
の
す
べ
て
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
農
産
物
で

す
。
四
年
前
か
ら
日
和
の
坂
根
牧
場
よ
り
堆
肥
の
供
給
を
受

け
（
年
間
七
〇
〇
ｔ
）
除
草
剤
以
外
の
殺
菌
・
害
虫
忌
避
を

木
酢
液
で
行
っ
て
い
ま
す
。
組
合
の
目
標
は
安
全
で
お
い
し

い
米
を
安
く
組
合
員
や

お
客
様
の
食
卓
へ
届
け

る
こ
と
で
す
。

○
遊
邑
片
田
の
事
業

　

遊
邑
片
田
は
担
い
手

中
心
全
農
家
協
力
型
の

営
農
形
態
で
す
。
ふ
だ

ん
の
作
業
は
二
名
で
行

い
週
末
は
協
力
者
が
参

加
し
ま
す
。
省
力
化
を

目
指
し
品
種
の
選
定
と

団
地
化
に
よ
る
連
担
作

業
を
実
施
し
て
作
業
の

高
効
率
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。
草
刈
は
全
地
域

　

平
成
二
十
年
に
発
足
し
、
四
月
で
満
二
年
を
迎
え
る
農
事
組

合
法
人
馬
野
原
下
（
代
表
理
事　

森
田　

強
）。
高
齢
化
や
米

貨
下
落
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
中
で
、
将
来
的
に
個
別
で
の
耕

作
や
機
械
購
入
は
困
難
に
な
る
と
の
思
い
か
ら
、「
集
落
の
農

地
は
集
落
み
ん
な
で
守
ろ
う
！
」
を
合
言
葉
と
し
て
、
集
落
内

に
農
地
を
有
す
る
有
志
十
八
戸
で
設
立
し
ま
し
た
。

○
役
員
構
成

　

理
事
六
名　

監
事
二
名

○
平
成
二
十
一
年
度
の
作
付
状
況

＜

稲　
　

作＞

ハ
ー
ブ
米
（
コ
シ
ヒ
カ
リ
）　 

四
六
ａ

　
　
　
　
　
　

コ
シ
ヒ
カ
リ　
　
　
　
　
　

三
六
六
ａ

　
　
　
　
　
　

ハ
ナ
エ
チ
ゼ
ン　
　
　
　
　

一
九
二
ａ

　
　
　
　
　
　

ヒ
メ
ノ
モ
チ　
　
　
　
　
　
　

四
八
ａ

　
　
　
　
　
　

飼
料
稲　
　
　
　
　
　
　
　
　

六
四
ａ

＜

転
作
野
菜＞

な
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
ａ

　
　
　
　
　
　

広
島
菜
（
春
）
白
菜
（
秋
）　 

二
一
ａ

○
施
策

　

増
収
対
策
…
ハ
ー
ブ
米
、
葉
物
野
菜
の
導
入

　

効
率
化
…
…
飼
料
稲
の
導
入

○
法
人
化
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

　

・
農
機
具
の
共
有
に
よ
る
機
械
購
入
の
効
率
化

　

・
団
地
化
に
よ
る
効
率
的
生
産

　

・
労
働
力
の
効
率
化

　

・
作
付
後
の
管
理
の
問
題

○
今
後
の
課
題

　

・
後
継
者
の
育
成
と
労
働
力
確
保

　

・
周
年
栽
培
と
周
年
労
働

　

・
増
収
対
策

協
業
に
よ
る
農
業
生
産
の
向
上
、
利

益
の
増
進
を
目
的
に
、
儲
か
る
農
業

を
模
索
し
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

の
ブ
ロ
ッ
ク
割
を
行
い
各
担
当
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。（
年

間
百
五
十
万
の
委
託
料
が
必
要
で
す
）

　

地
域
の
米
蔵
と
し
て
、
冷
蔵
施
設
を
整
備
し
通
年
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。（
農
協
出
荷
45
％　

組
合
員
及
び
全
国
発

送
55
％
）

○
遊
邑
片
田
の
設
備

　

乾
燥
調
整
作
業
所
（
鉄
骨
造
一
九
〇
㎡
）

　

低
温
貯
蔵
庫
（
一
五
〇
〇
kg
）

　

色
彩
選
別
機　

精
米
機

　

ト
ラ
ク
タ
ー
一
台　

田
植
機
一
台

　

コ
ン
バ
イ
ン
一
台

○
組
合
構
成

　

組
合
員
三
四
人

　

理
事
六
人

　

監
事
二
人

○
遊
邑
片
田
の
こ
れ
か
ら

　

地
域
の
農
地
の
保
全

　

自
家
製
肥
料

　

片
田
の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
農
産
品
の
生
産
、
特
産
化

　

次
期
担
い
手
の
育
成

○
故
郷
づ
く
り

　

都
会
に
出
た
子
供
た
ち

が
帰
り
た
い
故
郷
を
目

指
し
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
年

間
三
〜
四
回
実
施
し
て
い

ま
す
。（
菜
の
花
の
集
い
、

ス
イ
カ
祭
り
、
野
焼
き
ほ

か
）

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
は

常
時
従
事
で
き
る
人
員
が
二

名
増
え
る
見
込
み
で
す
。
遊

邑
片
田
は
生
活
が
出
来
る
農

業
を
め
ざ
し
前
進
し
ま
す
。
そ
し
て
、
大
切
な
農
地
・
農
業
・

環
境
を
次
の
世
代
へ
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぐ
基
礎
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。

農
業
生
産

法
人
紹
介

菜の花を植えた田で遊ぶ子どもたち

地域イベントの様子

（農）
遊
邑
片
田

（農）
馬
野
原
下

2010年１月　第8号5



飼
料
イ
ネ
に
取
り
組
む
背
景

　

邑
南
町
の
水
田
面
積
（
植
栽
面
積
）

約
一
六
五
〇
㌶
の
利
用
形
態
を
調
べ
て

み
る
と
、
約
一
一
三
〇
㌶
（
六
八
％
）

が
水
稲
。
残
り
五
二
〇
㌶
（
三
二
％
）

が
転
作
田
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
、転
作
田
の
活
用
状
況
で
す
。

五
二
〇
㌶
の
内
お
よ
そ
三
〇
〇
㌶
は
、

自
己
保
全
、
調
整
水
田
な
ど
と
し
て
収

益
の
な
い
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

産
野
菜
も
、
農
家
の
高
齢
化
と
兼
業
化

に
よ
り
栽
培
面
積
の
大
幅
な
増
加
を
見

込
む
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
大
豆
等
の
土
地
利
用
型
作
物
も

検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
気
候
条
件
や

農
地
の
条
件
も
悪
く
、
新
た
な
投
資
が

必
要
な
こ
と
か
ら
本
格
的
な
栽
培
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
水
稲
の
配
分

面
積
の
減
少
も
想
定
さ
れ
る
な
か
で
転

作
田
の
活
用
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
で

す
。

が
買
い
取
り
、
十
一
月
末
か
ら
乳
牛
に

与
え
て
い
ま
す
。
後
継
者
の
田
中
政
志

さ
ん
は
「
初
め
て
与
え
ま
し
た
が
、
品

質
的
に
も
良
好
で
、
牛
も
喜
ん
で
食
べ

て
い
ま
す
。
今
年
か
ら
本
格
的
に
利
用

し
た
い
」
と
話
し
、
専
用
の
作
業
機
械

も
導
入
し
ま
し
た
。

　

同
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
今
年
の
作
付

目
標
面
積
を
二
十
㌶
に
設
定
し
、
作
付

希
望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

米
の
戸
別
所
得
補
償

 

不
作
付
地
が
あ
れ
ば
対
象
外
？

　

今
年
か
ら
始
ま
る
米
の
戸
別
所
得
補

償
。
米
の
生
産
調
整
達
成
が
条
件
で
す

米
の
戸
別
所
得
補
償
も

米
の
戸
別
所
得
補
償
も

  

飼
料
イ
ネ
で
解
決
！

飼
料
イ
ネ
で
解
決
！

イ
ネ
で
転
作
？

　

そ
こ
で
急
浮
上
し
た
の
が
「
飼
料
イ

ネ
」
で
す
。
幸
い
邑
南
町
に
は
酪
農
牛

六
〇
〇
頭
、
和
牛
六
〇
〇
頭
が
飼
育
さ

れ
て
い
ま
す
。
折
か
ら
の
飼
料
高
騰
も

あ
り
、
畜
産
農
家
に
と
っ
て
の
大
き
な

課
題
は
、
安
定
的
な
国
産
飼
料
の
調
達

で
し
た
。

　

そ
こ
で
邑
南
町
酪
農
家
と
検
討
し
た

結
果
、
出
た
結
論
は
町
内
産
飼
料
の
生

産
で
す
。
し
か
も
イ
ネ
を
発
酵
粗
飼
料

と
し
て
。
飼
料
だ
か
ら
立
派
な
転
作
で

す
。

今
年
か
ら
本
格
実
施

　

昨
年
、
邑
南
町
農
業
活
性
化
支
援
セ

ン
タ
ー
が
初
め
て
取
り
組
ん
だ
試
験
栽

培
は
、
十
一
農
家
、
約
七
㌶
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年
春
に
設
立
さ

れ
た
「
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
お
ー
な
ん
」

が
収
穫
し
、
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
ー

レ
ー
ジ
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
飼
料
用
に

加
工
し
ま
し
た
。
昨
年
分
は
す
べ
て
田

中
牧
場
（
邑
南
町
岩
屋
・
田
中
功
さ
ん
）

が
、
国
は
「
自
給
率
向
上
の
観
点
か
ら

不
作
付
け
に
よ
る
生
産
調
整
は
達
成
と

は
認
め
な
い
」
と
の
姿
勢
を
示
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
対
策
と
し
て
も
手
間
が
か
か
ら

ず
、
手
持
ち
の
機
械
が
利
用
で
き
る
飼

料
用
イ
ネ
栽
培
は
有
効
な
手
立
て
で

す
。

　

国
も
今
年
度
か
ら
飼
料
用
イ
ネ
に
十

㌃
当
た
り
八
万
円
を
交
付
す
る
予
定
。

県
内
で
も
い
ち
早
く
取
り
組
ん
だ
事
業

が
功
を
奏
し
た
よ
う
で
す
。
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※表紙写真の説明
（写真上）  “農業体験”として羽須美地域での大豆栽培。地元の方と大豆を栽培しました。
（写真下） 栽培した大豆で豆腐づくり。大豆を石臼でひく地元の方と口羽小学校の子供たち。

邑南町の農業振興に関する建議邑南町の農業振興に関する建議
　農業委員会では昨年６月、邑南町の農業振興に関して建議を行いました。昨今の厳しい農業情勢や
農家の実態を踏まえ、地域を支え、田んぼを守り、がんばっている農家を励まし、生産意欲の出る農
業振興を町とともに目指します。

米づくりと田んぼを守るために米づくりと田んぼを守るために
　①農家の生活を守るため、再生産のできる米価、暮らしていける所得補償の確立を政府に
働きかけること。

　②必要ないミニマムアクセス米は、EUがやっているように、「セクター方式」（大分類）に
改め、輸入の見直し・中止を政府に働きかけること。

　③飼料稲は水田の有効利用、飼料の自給率向上のために重要です。生産ができるコスト面
での支援を強めること。

　④地域の実情に合った多様な担い手を大切にし、積極的な指導、援助をすること。

1

地域の自給率を向上させ、地産地消を推進するために地域の自給率を向上させ、地産地消を推進するために
　①「地産地消条例」を制定し、町をあげて地産地消を推進していくこと。
　②学校給食の地元産の供給は、農家任せでなく、行政も担当者を配置し積極的役割を果た
すこと。

　③いまの生産を支え、さらに広げていくために、農家が共同で利用できる大豆の小型ハー
ベスター、平型乾燥機、選別機、麦の製粉機等の導入を図ること。

　④地域振興作物の助成を、人参などなくてはならない作物にも広げること。
　⑤邑南町独自の特産品の開発に力を入れること。

2

有機農業の推進のために有機農業の推進のために
　①町としても有機農業、環境農業推進のための具体化を進めること。

3

農地の保全、遊休農地を解消するために農地の保全、遊休農地を解消するために
　①耕作放棄地発生の原因を明らかにし、遊休農地解消に力を入れること。
　②小規模生産基盤整備事業を拡充すること。
　③生産意欲を減退させている有害鳥獣対策の拡充、捕獲奨励金の増額を図ること。捕獲し
た猪の有効利用を検討すること。

4

5 食育教育、農業体験、田舎ツーリズムの推進のために食育教育、農業体験、田舎ツーリズムの推進のために
　①食べ物と農業の大切さを子どもたちに伝えるため、
子どもたちだけでなく、PTAにも広げ、農家が参
加できる機会を提供すること。

　②農業、食糧問題は消費者の問題でもあります、田
舎ツーリズム、農業体験、農家民泊、大豆トラスト、
棚田オーナーなど都市の人たちとの交流の取り組
みを、積極的に支援すること。
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　昨年は政権交代と今後の農政を方向づける農地法改正があり、食糧の自給率向上
や環境保全などに重大な障害を持ち込むおそれを回避できる効果的および効率的な
農地の利用を目指しています。
　この改正法施行により耕作放棄地や遊休農地の解消がされると言われ又、政権交
代で農政も変わろうとしているが、我々の住んでいる自然豊かな農業農村を維持継
承するためには昔ながらの総合扶助の考え方で取り組むのが一番かと思っていると
ころです。
　今年も皆さんと力をあわせて頑張りましょう。

　

昨
年
十
月
二
十
日
雲
南
市
加
茂
町
ラ
メ
ー
ル
に
お

い
て
、
標
記
研
修
会
が
島
根
県
農
業
会
議
・
島
根
県

担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
の
主
催
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
二
年
に
一
度
開
催
さ
れ
、
邑
南
町

か
ら
は
18
名
が
出
席
し
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
テ
ー
マ
は
「
農
地
制
度
の
見
直
し
に
対

し
て
、
農
業
委
員
会
の
活
動
を
強
化
し
、
地
域
農
業

を
確
立
し
よ
う
」
で
あ
り
ま
し
た
。

　

情
勢
報
告
の
中
で
、
全
国
農
業
会
議
所
事
務
局
長

の
中
園
良
行
氏
は
「
新
た
な
農
地
制
度
に
向
け
た
農

業
委
員
会
活
動
の
課
題
」
に
つ
い
て
、
ま
た
福
井
県

あ
わ
ら
市
経
済
産
業
部
の
部
長
坪
田
清
孝
氏
が
「
こ

れ
か
ら
の
農
業
委
員
会
〈
農
業
委
員
〉
の
役
割
と
は
」

に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
事
例
発
表
で
は
邑
南
町

農
業
委
員
会
田
中
正

規
会
長
が
、
委
員
会

活
動
と
邑
南
町
耕
作

放
棄
地
再
生
利
用
推

進
事
業
実
施
計
画
の

概
要
と
、
す
で
に
実

施
し
て
い
る
邑
南
町

耕
畜
連
携
推
進
に
係

る
支
援
体
制
に
つ
い

て
報
告
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
で
は
毎
年
総

会
終
了
後
の
午
後
を
利
用
し

て
町
内
の
農
業
を
中
心
と
し

た
現
地
視
察
研
修
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
度

は
瑞
穂
地
域
内
の
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
先
ず
、
上
田
所

の
小
林
建
設
さ
ん
の
チ
ョ
ウ

ザ
メ
養
殖
施
設
を
訪
問
し
ま

し
た
。
本
業
は
建
設
業
で
す

が
異
業
種
へ
の
一
部
参
入
で

頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
続

い
て
市
木
の
越
間
農
園
さ
ん

の
ハ
ウ
ス
栽
培
に
よ
る
「
桃

太
郎
と
ま
と
」
の
栽
培
地
を

訪
問
し
ま
し
た
。
お
盆
に
は

直
売
や
予
約
の
お
客
さ
ん
へ

の
産
地
直
送
な
ど
工
夫
し
て

い
ま
す
。
そ
し
て
市
木
町
集

落
の
石
橋
博
さ
ん
の
白
ネ
ギ

栽
培
圃
場
を
訪
問
し
ま
し

た
。
白
ネ
ギ
栽
培
の
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
現
地
を
見
な

が
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。「
道

の
駅
瑞
穂
」
で
産
直
市
み
ず

ほ
企
業
組
合
の
発
足
か
ら
現

在
ま
で
の
歩
み
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
次
に
安

田
の
農
事
組
合
法
人
「
星
ヶ

丘
」
さ
ん
と
後
木
屋
の
営
農

組
合
さ
ん
を
訪
ね
そ
れ
ぞ
れ

の
組
合
の
概
要
や
、
問
題

点
、
今
後
の
目
標
な
ど
に
つ

い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。
訪

問
先
の
皆
さ
ん
に
は
ご
多
忙

の
中
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

島
根
県
農
業
委
員
会
活
動

 

強
化
研
修
会
に
参
加
し
て

町
内
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

 

（
10
月
22
日
）　

活　動　報　告活　動　報　告
　昨年は町内視察研修の他に県の活動強化研修会に参加しました。また意見の公表として中山間
地域直接支払制度の継続を、最近では日米FTA交渉についての意見書を国に提出しています。
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